
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) １ 当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 

２ 24年２月期第２四半期配当金の内訳  普通配当 10円00銭  記念配当 ２円50銭 

  24年２月期期末配当金の内訳     普通配当 10円00銭  記念配当 ２円50銭 

  配当予想の修正の詳細につきましては、本日平成23年７月１日公表の「配当予想の修正（創業70年記念配

当）に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

 

 
(注) １ 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

２ 通期の業績予想は、【添付資料】P.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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(百万円未満切捨て)

1. 平成24年２月期第１四半期の連結業績（平成23年２月21日～平成23年５月20日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第１四半期 21,723 2.6 504 143.9 528 123.2 222 162.8

23年２月期第１四半期 21,180 △5.5 206 △63.8 236 △59.4 84 △73.4

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年２月期第１四半期 16 58 ―  

23年２月期第１四半期 6 33 6 31

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第１四半期 24,184 15,214 62.9 1,134 33

23年２月期 28,470 15,126 53.1 1,127 96

(参考) 自己資本 24年２月期第１四半期 15,202百万円  23年２月期 15,118百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年２月期 ―   10 00 ―   10 00 20 00

24年２月期 ―  

24年２月期(予想) 12 50 ―   12 50 25 00

3. 平成24年２月期の連結業績予想（平成23年２月21日～平成24年２月20日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 44,670 4.3 600 106.1 650 92.9 250 176.8 18 65

通期 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

h_inagaki
jasdaq

h_inagaki
財務会計基準機構



  

 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年２月期１Ｑ 14,000,000株 23年２月期 14,000,000株

② 期末自己株式数 24年２月期１Ｑ 597,594株 23年２月期 596,954株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期１Ｑ 13,402,726株 23年２月期１Ｑ 13,362,725株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期におけるわが国経済は、東日本大震災の影響から、生産活動・消費活動の減少により、企

業業績や雇用情勢は一段と厳しい状態となっております。また、安定的な電力供給に不安が生じるなど、

先行き不透明な状況が続いております。 

 当流通業界におきましては、業種・業態を超えた値下げ等による店舗間競争がさらに激化しており、ま

た、震災の影響により、一時的に商品の確保が困難な状況となるなど、厳しい経営環境が続いておりま

す。 

 このような状況におきまして当社グループは、３月に総合物流センターを開設いたしました。 

 販売促進企画として、スクラッチお買物券プレゼントを実施いたしました。また、競合店対策のため、

恒例となりました四半期に一度の大感謝祭・月に一度の日曜朝市・週に一度の100円均一等の企画を継続

実施いたしました。 

 以上の結果、当第１四半期は、営業収益217億23百万円(前年同期比2.6％増)、営業利益５億４百万円

(前年同期比143.9％増)、経常利益５億28百万円(前年同期比123.2％増)、四半期純利益２億22百万円(前

年同期比162.8％増)と増収増益となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

  

低価格販売の実施や販売促進に努め、営業収益は215億14百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益は

４億26百万円（前年同期比266.4％増）となりました。 

  

テナント等の減少により、営業収益は２億９百万円（前年同期比5.6％減）、営業利益は78百万円

（前年同期比13.4％減）となりました。 

  

(注)記載金額は、すべて消費税等を含まない金額としております。 

  

流動資産は、前連結会計年度に比べ、52億91百万円減少し、80億85百万円となりました。これは、

主に前連結会計年度末であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経

費の支払い47億44百万円が翌日の21日になったことにより、現金及び預金が減少したことによるもの

であります。 

 固定資産は、前連結会計年度に比べ、10億５百万円増加し、160億98百万円となりました。これ

は、主に総合物流センター等の設備投資によるものであります。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度に比べ、42億86百万円減少し、241億84百万円となりまし

た。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

① 食料品等の販売を目的とした小売業部門

② 不動産賃貸業部門

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

(イ) 資産
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流動負債は、前連結会計年度に比べ、46億60百万円減少し、65億76百万円となりました。これは、

主に前連結会計年度末であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経

費の支払い47億44百万円が翌日の21日になったことにより、仕入債務等が減少したことによるもので

あります。 

 固定負債は、前連結会計年度に比べ、２億86百万円増加し、23億93百万円となりました。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度に比べ、43億74百万円減少し、89億69百万円となりまし

た。 

純資産合計は、前連結会計年度に比べ、87百万円増加し、152億14百万円となりました。 

 また、１株当たり純資産額は、前連結会計年度に比べ、６円37銭増加し、1,134円33銭となりまし

た。なお、自己資本比率は、前連結会計年度に比べ、9.8ポイント増加いたしました。 

  

当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の

四半期末残高は、65億82百万円（前年同期比15.4％減）となりました。これは主に、前連結会計年度末

であります平成23年２月20日が日曜日にあたり、取引先への商品仕入代金や経費の支払い47億44百万円

が翌日の21日になったことにより、フリーキャッシュ・フロー（営業活動によるキャッシュ・フローか

ら投資活動によるキャッシュ・フローを差引いたもの）が、52億４百万円の減少となったこと、及び、

財務活動によるキャッシュ・フローが１億34百万円減少したことによるものであります。 

  

営業活動による資金の減少は、41億70百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は５億85百

万円の資金の増加）。これは、主に上記の前連結会計年度末日未決済分47億44百万円によるものであ

ります。 

  

投資活動による資金の減少は、10億33百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は２億38百

万円の資金の減少）。これは、主に総合物流センター等の設備投資によるものであります。 

  

財務活動による資金の減少は、１億34百万円となりました（前年同四半期連結会計期間は84百万円

の資金の減少）。これは、主に配当金の支払によるものであります。 

  

業績予想については、概ね予想どおり推移しており、当初の業績予想に変更はありません。 

 なお、通期の業績見通しといたしましては、平成23年４月１日付「完全子会社の吸収合併（簡易合併・

略式合併）に関するお知らせ」にて開示いたしましたとおり、平成23年８月21日より非連結会社となり、

営業収益910億40百万円（前年同期比3.7％増）、営業利益12億50百万円（前年同期比3.9％増）、経常利

益13億50百万円（前年同期比5.5％増）、当期純利益６億20百万円（前年同期比11.6％増）の増収増益を

見込んでおります。 

(ロ) 負債

(ハ) 純資産

② キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年3月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ4,028千円、税金等調整前四半期純利益は144,041千円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は302,681千円であり

ます。 

従来、物流センターの商品の評価方法については、移動平均法による原価法（収益性の低下による簿

価切下げの方法）によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、総平均法による原価法（収

益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

 この変更は、総合物流センターの開設に伴う在庫管理システムの更新により、より効率的かつ適正な

商品管理を図るためのものであります。 

 これによる損益への影響は軽微であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

1. 簡便な会計処理

①棚卸資産の評価方法

②固定資産の減価償却費の算定方法

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

2. 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

②たな卸資産の評価方法の変更
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,582,677 11,921,957

売掛金 875 1,040

商品 1,144,652 1,039,577

貯蔵品 13,539 12,819

その他 343,644 401,252

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 8,085,330 13,376,587

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,453,523 6,976,588

土地 3,596,359 3,596,359

その他（純額） 804,197 842,497

有形固定資産合計 11,854,079 11,415,445

無形固定資産 372,359 348,713

投資その他の資産   

差入保証金 2,740,595 2,684,820

その他 1,179,070 692,119

貸倒引当金 △47,160 △47,350

投資その他の資産合計 3,872,506 3,329,589

固定資産合計 16,098,946 15,093,748

資産合計 24,184,276 28,470,335

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,669,996 9,292,994

1年内返済予定の長期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 195,828 196,100

賞与引当金 342,492 173,600

その他 1,317,955 1,523,919

流動負債合計 6,576,273 11,236,614

固定負債   

長期借入金 50,000 50,000

退職給付引当金 410,234 402,997

長期預り保証金 1,387,328 1,410,526

資産除去債務 302,681 －

その他 242,961 243,360

固定負債合計 2,393,205 2,106,883

負債合計 8,969,478 13,343,497
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,372,000 1,372,000

資本剰余金 1,604,090 1,604,090

利益剰余金 12,698,672 12,610,438

自己株式 △485,459 △485,043

株主資本合計 15,189,302 15,101,485

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 13,485 16,612

評価・換算差額等合計 13,485 16,612

新株予約権 12,009 8,739

純資産合計 15,214,797 15,126,837

負債純資産合計 24,184,276 28,470,335
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月21日 
 至 平成22年５月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月21日 
 至 平成23年５月20日) 

売上高 20,504,784 20,979,814

売上原価 17,335,436 17,361,152

売上総利益 3,169,348 3,618,662

その他の営業収入 675,913 743,592

営業総利益 3,845,262 4,362,254

販売費及び一般管理費 3,638,364 3,857,550

営業利益 206,897 504,704

営業外収益   

受取利息 6,285 7,695

受取配当金 359 378

生命保険配当金 7,880 7,714

その他 17,036 10,107

営業外収益合計 31,562 25,895

営業外費用   

支払利息 565 532

収納差金 951 1,163

その他 0 －

営業外費用合計 1,516 1,695

経常利益 236,943 528,903

特別利益   

固定資産売却益 0 －

貸倒引当金戻入額 － 190

特別利益合計 0 190

特別損失   

固定資産売却損 － 71

固定資産除却損 71,915 6,806

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 140,012

その他 80 －

特別損失合計 71,995 146,889

税金等調整前四半期純利益 164,948 382,203

法人税、住民税及び事業税 17,391 184,137

法人税等調整額 62,983 △24,198

法人税等合計 80,374 159,939

少数株主損益調整前四半期純利益 － 222,263

四半期純利益 84,574 222,263
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年２月21日 
 至 平成22年５月20日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年２月21日 
 至 平成23年５月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 164,948 382,203

減価償却費 207,004 251,658

貸倒引当金の増減額（△は減少） 80 △190

賞与引当金の増減額（△は減少） 164,370 168,892

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 7,375 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,260 7,237

受取利息及び受取配当金 △6,645 △8,073

支払利息 565 532

固定資産除却損 39,479 2,856

固定資産売却損益（△は益） △0 71

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 140,012

売上債権の増減額（△は増加） 84 164

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,910 △105,795

未収入金の増減額（△は増加） 42,492 83,749

仕入債務の増減額（△は減少） 173,799 △4,622,997

未払金の増減額（△は減少） △73,216 △322,319

未払消費税等の増減額（△は減少） △20,891 △11,219

未払費用の増減額（△は減少） 129,891 127,018

その他 △107,483 △92,007

小計 713,201 △3,998,207

利息及び配当金の受取額 3,873 2,436

法人税等の支払額 △131,562 △174,979

営業活動によるキャッシュ・フロー 585,513 △4,170,750

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △187,939 △507,772

有形固定資産の売却による収入 846 5

無形固定資産の取得による支出 － △29,155

貸付けによる支出 △1,575 △1,230

貸付金の回収による収入 2,028 796

差入保証金の差入による支出 △39,760 △500,140

差入保証金の回収による収入 23,236 27,544

預り保証金の返還による支出 △40,827 △27,730

預り保証金の受入による収入 5,000 4,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △238,990 △1,033,681

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1,245 △416

自己株式の売却による収入 50,625 －

配当金の支払額 △134,177 △134,432

財務活動によるキャッシュ・フロー △84,798 △134,848

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 261,724 △5,339,280

現金及び現金同等物の期首残高 7,517,136 11,921,957

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,778,860 6,582,677
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該当事項はありません。 

  

  

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主要な内訳 

 (1) 小売業……………食料品等の小売事業 

 (2) 不動産賃貸業……店舗の運営、管理及び不動産賃貸業 

  

当企業集団は国内に所在しているため、所在地別セグメント情報については、該当事項はありませ

ん。 

  

海外売上高に該当する取引がないため、該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成22年２月21日 至 平成22年５月20日)

小売業 
(千円)

不動産賃貸業
(千円)

計(千円)
消去又は全社 

(千円)
連結(千円)

営業収益

 (1) 外部顧客に 
   対する営業収益

20,959,132 221,566 21,180,698 ― 21,180,698

 (2) セグメント間の内部 
   営業収益又は振替高

― 22,354 22,354 (22,354) ―

計 20,959,132 243,921 21,203,053 (22,354) 21,180,698

営業利益 116,350 90,546 206,897 ― 206,897

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成22年２月21日 至 平成22年５月20日)

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自 平成22年２月21日 至 平成22年５月20日)
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日)を適用しております。 

1. 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社グループは、取り扱う商品、サービス別に事業部門または事業会社を置き、それぞれ包括的な戦略

を立案し、国内において小売業を中心に事業活動を展開しております。 

従って、当社グループは事業部門または事業会社を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成さ

れており、食料品等の小売事業を展開する「小売業」及び店舗の運営、管理並びに不動産賃貸業を展開す

る「不動産賃貸業」の２つを報告セグメントとしております。 

  

2. 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成23年２月21日 至 平成23年５月20日) 

 
  

3. 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

 
  

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
合計

小売業 不動産賃貸業 計

営業収益

 外部顧客への営業収益 21,514,185 209,222 21,723,407 21,723,407

 セグメント間の内部営業収益 
 又は振替高

― 22,354 22,354 22,354

計 21,514,185 231,577 21,745,762 21,745,762

セグメント利益 426,268 78,435 504,704 504,704

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 504,704

四半期連結損益計算書の営業利益 504,704

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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